
鹿児島城下に生まれた鮫島白鶴は、幼時から学を好み詩を作り、書画に巧みで、島津斉彬

の論語の教授も務めた博学者でした。江戸、琉球、京都など各地へ赴くと、それぞれの地で

書を賞賛され、生前から偽筆が出回るほど人気だったそうです。性格は豪放で酒をこよな

く愛し、規格にはまらない人であったと伝えられています。白鶴生誕から約250年、白鶴

の書と人物像を紹介します。

会 期:令和7年12月11日（木）～令和8年3月1日（日）

会 場:黎明館3階　企画展示室

鮫島白鶴の人と書と
民 

俗

集合場所:常設展示入口

集合時間:10:55
料    金:常設展示団体入館料

途中参加＆途中退出OK/予約不要

日 時 コース テーマ

＼毎週日曜日限定／
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日 時 講 師 申込期間テーマ

期 間 主催者お問い合わせ先（敬称略）イベント 備 考観覧料会 場時 間

南日本新聞社事業部

第109回　二科展巡回鹿児島展


